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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 12,001 7.9 634 217.4 650 246.5 423 195.5

29年3月期第3四半期 11,124 13.5 199 33.7 187 12.4 143 68.4

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　425百万円 （67.9％） 29年3月期第3四半期　　253百万円 （330.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 53.29 ―

29年3月期第3四半期 16.98 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 10,917 2,873 26.3

29年3月期 10,851 2,550 23.5

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 2,873百万円 29年3月期 2,550百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00

30年3月期 ― 6.00 ―

30年3月期（予想） 6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　　29年3月期期末配当金の内訳　普通配当　5円00銭　記念配当　2円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 3.9 780 124.6 790 136.9 510 104.5 64.22

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 8,800,000 株 29年3月期 8,800,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 858,584 株 29年3月期 858,584 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 7,941,416 株 29年3月期3Q 8,432,152 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におきましては、ＩＴ関連事業、パーキングシステム事業ともに、安定した受注獲

得が続き、前年同期と比較して増収とすることができました。一方利益に関しては、中期経営計画のグループ重

点施策として掲げた「業務プロセスの改善による収益性の向上」のための諸施策が効果を現し、安定した収益を

生み出せる体質になり、前年同期と比較して大幅な増益とすることができました。

以上により、当第３四半期連結累計期間の売上高は、12,001百万円（前年同期比7.9％増）、営業利益634百万

円（前年同期比217.4％増）、経常利益650百万円（前年同期比246.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

423百万円（前年同期比195.5％増）となりました。

セグメント別概況につきましては、システム開発事業は、前年同期比で若干の減収となりましたが、地道なプ

ロジェクト進捗管理活動、品質管理強化活動が功を奏し、利益率向上に寄与したことにより、大幅な増益となり

ました。この結果、売上高4,113百万円（前年同期比0.9％減）、営業利益350百万円（前年同期比34.6％増）とな

りました。

サポート＆サービス事業におきましては、順調な増員要請に基づく事業拡大が続き、前年同期比で増収となり

ました。一方、新たなＩＴ基盤領域獲得のための先行投資費用の回収が順調に進み、利益率向上のための諸施策

も軌道に乗ってきたことなどから、大幅な増益となりました。この結果、売上高3,379百万円（前年同期比4.5％

増）、営業利益183百万円（前年同期比91.6％増）となりました。

パーキングシステム事業におきましては、自治体向けの機器販売における大型案件の獲得や、駐輪場利用料収

入が引き続き堅調に推移していることから、大幅な増収増益となりました。この結果、売上高4,491百万円（前年

同期比20.7％増）、営業利益811百万円（前年同期比61.4％増）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,922,598 3,312,925

受取手形及び売掛金 2,306,832 2,106,775

商品及び製品 40,318 52,008

仕掛品 149,395 195,173

その他 1,122,151 1,129,805

流動資産合計 6,541,296 6,796,688

固定資産

有形固定資産 909,083 904,999

無形固定資産 112,321 79,431

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 1,807,463 1,612,001

その他 1,481,290 1,523,959

投資その他の資産合計 3,288,753 3,135,961

固定資産合計 4,310,158 4,120,392

資産合計 10,851,454 10,917,080

負債の部

流動負債

買掛金 698,606 460,017

短期借入金 907,301 1,140,000

1年内返済予定の長期借入金 135,000 147,500

未払法人税等 164,970 159,729

賞与引当金 439,345 245,946

受注損失引当金 ― 2,636

その他 1,606,235 1,722,537

流動負債合計 3,951,458 3,878,367

固定負債

長期借入金 235,000 202,500

リース債務 2,042,002 1,860,946

役員退職慰労引当金 131,510 64,424

退職給付に係る負債 1,850,182 1,856,951

その他の引当金 ― 41,066

その他 90,455 139,734

固定負債合計 4,349,152 4,165,623

負債合計 8,300,610 8,043,991
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 438,750 438,750

資本剰余金 903,593 903,593

利益剰余金 1,443,603 1,763,620

自己株式 △317,401 △317,401

株主資本合計 2,468,544 2,788,561

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 60,220 78,171

為替換算調整勘定 1,199 1,136

退職給付に係る調整累計額 20,878 5,219

その他の包括利益累計額合計 82,299 84,527

純資産合計 2,550,843 2,873,089

負債純資産合計 10,851,454 10,917,080
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 11,124,069 12,001,771

売上原価 9,609,394 9,966,334

売上総利益 1,514,674 2,035,436

販売費及び一般管理費 1,314,851 1,401,234

営業利益 199,822 634,202

営業外収益

受取利息 54 51

受取配当金 3,835 4,464

補助金収入 1,586 11,575

その他 15,712 15,743

営業外収益合計 21,187 31,834

営業外費用

支払利息 13,034 13,901

その他 20,137 1,266

営業外費用合計 33,172 15,167

経常利益 187,838 650,869

特別損失

固定資産除却損 ― 2,554

減損損失 ― 17,212

関係会社清算損 1,816 ―

特別損失合計 1,816 19,767

税金等調整前四半期純利益 186,021 631,101

法人税等 42,770 207,846

四半期純利益 143,250 423,255

親会社株主に帰属する四半期純利益 143,250 423,255
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 143,250 423,255

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,553 17,950

為替換算調整勘定 289 △63

退職給付に係る調整額 91,379 △15,659

その他の包括利益合計 110,222 2,228

四半期包括利益 253,473 425,483

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 253,473 425,483

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算する方法によっております。
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